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504 Fukure　 Redox 　 Potential　 and 　 PeriodlC 　 EIectrodialysis　 L −1actate　 Formentation
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Tcch ．，　Ky ロ shu 　 U 矼iv，）

　　 Aim ．： To 　 improvc しhe　 electrodialysis レ lactate　 f¢ rmentation 　 by　 using 　tho 　 pcriQdic
electrodialysis 　fermcntation 　system ．

　　 Matcrial　and 　Method．； Lactococcus 　 lactis 王0 ．1　was 　used 　i皿 this　studY ．　 Thc　 medium

c・ mp ・・itl・ n 　 and 　 cq ・diti・ n ・ f 出 ・ c 山 ur ・ were 　 the 　 sam 。　 as　 prevlQus　 rep ・ r し （1）．　 CelE
filtration　皿 Qdule 　a ロd 　eiectrodiaiyzer 　system 　w じ re 　the 　same 　as 　descrlbed 　in　the

previous　 papcr （2） excep し for 邑he　 independent 　 feed　 system 　 of 　 NaOH 　 sQluti 。 n　 fced
system 　was 　seperated 　from 　the 　electrodia ［yzef 　systcm ・．　 The 　electrodiaiyzer 　works

under 　 thc 　 controi ．
　 of 　 a　 timer ．．After　 every 　flve　 second 　 of 　 operation ，　 Iho 　 elo ¢ t［od ・iaiyzer

was 　 aut ・ rnatically 　 s 蝋 ched 　 off 　 for　 tw ・ scc ・ nds ・The 　 c ・lture　 red 。 x　 pote且tia1 （CRP ）
was 　 on −line　 measured 　 by　 a　 platinロ m 　 electrode （工ngold

「Electro
’
ロ ic　 Inc．）

　　 Results．； The 　results 　 shown 　that　 the 　periodic　ED −F　has　a　higher　 productio 皿　rate

than 　ordillarary 　ED −F ．　 The 　fermentation 　t正鶏 e　was 　greatiy　improved ．The 　higher 　CRP
indicated　the 　h産gh ¢ r　production　rate ・Thc 　H2 　gas　produced

・from 　the 　e 正ectrodialyzer

effect 　the 　CRP 　and 　fer皿 e ロ tation ．
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キ シ m 一

ス を糖 源 とす る L 一
乳 酸 発酵 の 電気 透 析 培養

（熊 本 工 大
・応微 工 ） ○ 野 村 善幸 、中村 雅 宏

（九 大
・
食 ｛匕工 ）　 　　 上 田 智子 、石 崎 文彬

　 目 的 ： 木材 な どの ヘ ミセ ル ロ ー
ス 含 有 資源 を 有効 利 用 す る に は 、キ シ ta　一ス を 資 化 利用

す る こ とが 必 須 で あ る 。Lactococcus 　lactis　lO −1 は キ シ ロ ー
ス 資 化 能 の あ る L 一乳酸 菌 で

あ り、最終生 産．物 と し て 主 に L一乳 酸 と酢 酸 を生 産す る が 、最終生 産物 に よ る 阻 害が 認 め ら

れ て い る
王 ）。そ れ 故 、最 終 生 産物阻 害 を軽 減する た め に 、電 気 透析 培 養 を応 用 し た 。

　 方 法 ： キ シ ロ ース 含 有量 の 異なる 発 酵 培地 を 用 い 、培 養 温 度 37 ℃ 、攪拌数 300rpm

で 培 養 し た 。電気透析 培養 で は 、電気 透 析装置 （ア ク リ ル 製 、有 効膜颪積 ，75cm2 ； 電極 ，

白金 板 ，12．5cm2 ） を使用 し 、ク ロ ス フ ロ ー
ろ 過 を 行 い 、得 られ た ろ 液を 電 気 透 析装 置 に

通 し て 循 環 し、0．3〜O．4 ア ン ペ ア の 電 流を通 じ た 、 ま た 、電気 透 析 装 置 の 作 動 と連動 し て 、

リ ン 酸 塩 溶液 （0 ．25％ KH2PO4 ，0．25％ K2HPO4 　） を 培養 期 間 中 、供給 した 。 培養 液 の

pH は い ずれ の 培養 も 6．G に 制 御 し た。キ シ ロ ー
ス は SomogyLNelson 法 に よ り定 量 し 、

’
L一乳 酸 と酢 酸 は 各 々 、Barkcr ＆ Summerson 法 お よび ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ

’一
に よ っ て 定

量 し た 。

　 結 果 ： キ シ ロ ー
ス 含 有量 の 異 な る い ず れ の 培 地 に お い て も、電 気 透 析培養 で は、培 養 液

中 の 乳 酸 と酢 酸 の 濃 度 は 各 々 、約 O，5％ お よび 0、2％ 以 下 と低 い レ ベ ル に 保た れ て おり、

菌 体 量 は 対 照 の 培 養 よ り多 くな り、電気 透析培養 の 効 果 が 認 め られ た 。
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